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奈
良
線
全
線
複
線
化
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進
で
あ
り
ま

す
。
一
気
に
全
線
複
線
化
は
難
し

く
と
も
全
線
複
線
化
を
見
据
え
た

整
備
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
伴
う
駅
前
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
若
者
の
雇
用
機
会
の
拡

大
と
税
収
確
保
の
た
め
の
白
坂
地

区
の
開
発
を
進
め
、
企
業
誘
致
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
共
に
、

住
宅
適
地
拡
大
の
た
め
の
木
津
川

右
岸
宇
治
木
津
線
（
仮
称
）
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
災
害
か
ら
国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
も
今
後
は
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
に
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
国
の
方

向
が
定
ま
れ
ば
、
事
業
に
着
手
で

き
る
よ
う
事
前
調
整
を
行
っ
て
お

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
子
ど
も
達
の
学
習
意
欲
の

向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

た
め
、
国
際
交
流
・
海
外
派
遣
事

業
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
支

援
、
さ
ら
に
は
、
地
域
の
特
性
に

あ
っ
た
、
小
中
学
校
の
エ
コ
ス
ク

ー
ル
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進

め
、
環
境
を
考
慮
し
た
教
育
施
設

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
福
祉
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
対

策
と
し
て
、
３
人
目
以
降
の
子
ど

も
に
対
す
る
保
育
料
の
無
料
化
や

―
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
た
主
な

事
業
や
施
策
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
お
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
　
４
期
目
の
４
年
間
は
、
財

政
状
況
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の
推
進

と
国
や
京
都
府
の
ご
支
援
を
得
な

が
ら
、
将
来
の
井
手
町
の
姿
を
見

据
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
国
や
京
都
府
の
ご
支
援
に

よ
り
、
下
ノ
浜
樋
門
改
修
、
国
道

　
号
線
交
差
点
改
良
、
玉
川
砂
防

２４公
園
及
び
関
連
整
備
や
玉
川
の
整

備
、
府
道
上
狛
城
陽
線
、
和
束
井

手
線
の
拡
幅
工
事
を
計
画
的
に
進

め
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
・
保
育
環
境
整
備
で
は
、

泉
ヶ
丘
中
学
校
体
育
館
改
築
や
小

中
学
校
の
教
室
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
専
任
の

学
校
図
書
館
司
書
を
配
置
し
、「
学

校
図
書
館
図
書
標
準
」
の
達
成
率

を
１
０
０
％
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
時
預
か
り
事
業
の
実
施
や

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
を
入
通

院
と
も
中
学
卒
業
ま
で
に
拡
大
を

図
り
ま
し
た
。

　
環
境
対
策
で
は
、
井
手
町
地
球

温
暖
化
対
策
と
し
て
庁
舎
や
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
３
校

す
べ
て
に
太
陽
光
発
電
装
置
の
設

置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
、
エ
コ

防
犯
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
の
整
備
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
で
は
普
及

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
達
し
、
多

賀
駅
前
整
備
を
は
じ
め
、
道
路
、

河
川
、
下
排
水
路
な
ど
暮
ら
し
の

周
辺
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
４
年
間
の
町
政
運
営
に

お
け
る
基
本
姿
勢
は
、「
こ
れ
ま
で

の
経
験
と
行
動
力
で
、
山
田
京
都

府
政
と
協
調
し
、『
豊
か
な
自
然
と

利
便
性
・
快
適
性
と
が
共
存
す
る

新
し
い
ま
ち
』
の
実
現
」
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
基
本
姿
勢
を
も
と
に
、
基

本
政
策
と
し
て
◇
自
然
と
調
和
の

と
れ
た
個
性
が
光
る
秩
序
あ
る
ま

ち
づ
く
り
◇
活
力
あ
る
産
業
の
振

興
と
快
適
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
◇
あ
す
を
創
造
す
る
教
育
や

文
化
、
福
祉
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ

く
り
◇
つ
な
が
り
と
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
、
み
ん
な
で
と
り
く
む

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
お
考
え

で
す
か
。

町
長
　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
本

町
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
町

内
の
方
と
町
外
の
有
識
者
を
交
え

た
検
討
委
員
会
を
立
ち
あ
げ
、
人

口
減
少
対
策
の
提
言
を
い
た
だ
き

そ
れ
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
利
便
性
を
高
め
る
Ｊ
Ｒ

子
育
て
支
援
医
療
費
を
中
学
卒
業

ま
で
完
全
無
料
化
を
行
い
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
み

ん
な
が
お
互
い
に
支
え
合
う
地
域

福
祉
の
推
進
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
を
進
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
防
災
備
蓄

倉
庫
や
消
防
設
備
整
備
と
と
も
に

防
災
訓
練
に
よ
る
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み
、
安

全
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
最
後
に
、
平
成
の
名
水
百
選
に

選
ば
れ
た
玉
川
を
は
じ
め
と
す
る

豊
か
な
自
然
環
境
と
開
発
の
調
和

を
図
り
、
人
の
活
動
と
自
然
が
共

生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

で
あ
り
ま
す
。

　
町
内
の
自
然
環
境
保
護
の
取
り

　
５
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
汐
見
町
長
に
、
今
後
の
井
手
町
の
課
題

や
町
長
自
身
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

玉川砂防公園

耐震改修工事が完了した
泉ヶ丘中学校体育館

井手小学校の太陽光発電装置
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挨拶を述べる
汐見会長

　
８
月
　
日
（
木
）、
山
城
勤
労
者

１８

福
祉
会
館
で
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化

促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐
見
明
男

井
手
町
長
）
の
平
成
　
年
度
総
会

２３

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
汐
見
会
長
は
、

同
協
議
会
が
Ｊ
Ｒ
に
向
け
複
線
化

の
要
望
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
「
府
と
Ｊ
Ｒ
で
負
担
割
合
な
ど

手
法
を
協
議
し
て
い
る
段
階
と
思

い
ま
す
が
、
平
成
　
年
度
は
、
重

２３

要
な
時
期
で
あ
り
近
い
う
ち
に
内

容
の
説
明
が
あ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
奥
田
Ｊ
Ｒ
西
日
本
京

都
支
社
地
域
共
生
室
長
、
関
京
都

府
建
設
交
通
部
交
通
政
策
課
長
ら

が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
　
年
度
決
算

２２

や
平
成
　
年
度
事
業
計
画
・
予
算

２３

な
ど
を
承
認
・
決
定
し
た
ほ
か
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
会
長
に
汐
見

町
長
、
監
事
に
川
端
宇
治
市
副
市

長
、
田
中
木
津
川
市
副
市
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

総会の様子

も
懐
か
し
い
味
で
、
お
い
し
い
。」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
（
木
）、
小
町
会
（
阿

２１

辻
好
子
代
表
）
が
町
の
特
産
品
と

し
て
製
造
し
て
い
る
、
か
り
ん
と

う
の
新
作
シ
リ
ー
ズ
を
試
作
し
、

汐
見
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
小
町
会
の
か
り
ん
と
う
は
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
な
ど
で

販
売
さ
れ
て
お
り
、
素
朴
な
味
わ

い
か
ら
人
気
商
品
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
井
手
町
商
工
会
（
小

川
幸
一
会
長
）
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ

の
製
作
依
頼
を
受
け
、
ご
ま
や
抹

茶
な
ど
５
種
類
を
新
た
に
開
発
し

ま
し
た
。

　
試
食
し
た
汐
見
町
長
は
、「
ど
れ

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

試作品を汐見町長に
披露する小町会のメンバー

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の

　
全
線
複
線
化
に
向
け
て

組
み
で
は
、
た
め
池
百
選
に
選
ば

れ
た
大
正
池
周
辺
の
森
林
を
舞
台

に
企
業
と
共
に
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス

ト
運
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

同
様
の
目
的
を
も
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

多
く
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動

を
支
援
し
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
舞

い
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
く
る
井
手
町
を
目
指
し

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
年
々
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

な
ど
に
よ
っ
て
観
光
入
り
込
み
客

が
増
え
て
お
り
、
さ
ら
に
町
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
、
玉
川
、
南
谷

川
の
緑
と
清
流
を
守
り
、
よ
り
親

し
み
の
あ
る
水
辺
空
間
の
創
造
と

身
近
な
歴
史
的
施
設
の
周
辺
道
路

を
愛
着
の
あ
る
道
路
空
間
と
し
て

整
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

―
最
後
に
一
言
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
施
策

が
実
現
で
き
ま
し
た
の
も
、
住
民

と
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

成
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
難
し
い

時
代
を
む
か
え
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
住
民
と
議
会
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
方
向

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
た

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
困
難
の
道

も
切
り
開
い
て
い
け
る
も
の
と
確

信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
　
日
（
日
）、
宇
治
田
原
町

３１

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
　
回
京

２１

都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
で
各
市
町
の
各
消
防

か
ら
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
模
範
的

な
操
法
の
実
演
を
競
い
あ
い
ま
し

た
。
　
井
手
町
消
防
団
か
ら
は
、
第
１

分
団
第
５
部
（
水
無
・
高
月
区
＝

乾
浩
朗
部
長
）
と
第
２
分
団
第
１

部
（
東
部
区
＝
木
村
博
高
部
長
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
か
ら
毎
週
月
・
水
・

金
の
３
日
間
、
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
夜
間
訓
練
を
行
っ
て
き
た
成

果
を
披
露
し
両
分
団
と
も
に
見
事

入
賞
し
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

２
ヶ
月
に
渡
る
練
習
の
成
果
を
発
揮
　

消
防
操
法
大
会

　
こ
の
ほ
ど
、
井
手
地
区
共
同
墓

地
に
新
設
の
水
汲
み
場
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
２
ヶ
所
水
汲
み
場

は
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
か
ら

の
要
望
に
よ
り
、
今
回
新
設
し
た

も
の
で
、
既
設
水
汲
み
場
の
約
１

６
０
メ
ー
ト
ル
上
部
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

水
汲
み
場
新
設

新設された水汲み場 　上段　第1分団第5部の皆さん　
下段　第2分団第1部の皆さん

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
】

第
２
分
団
第
１
部
　
準
優
勝

第
１
分
団
第
５
部
　
第
３
位
　

人
気
商
品
に
新
し
い
味
が
登
場

小
町
会
が
試
作
品
開
発
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７
月
　
日
（
木
）、
自
然
休
養
村

２８

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
井
手
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
中
坊
溥
会
長
）
の

第
　
回
井
手
町
社
会
福
祉
大
会
が

１７
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
を
称
え
、

地
域
福
祉
活
動
へ
の
理
解
・
認
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

大会の様子

　
８
月
４
日
（
木
）、
玉
川
保
育
園

で
、
５
歳
児
　
名
が
し
ん
こ
だ
ん

３０

ご
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
小
町
会
代
表
の
阿
辻
好
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
し
ん
こ
だ
ん
ご

の
由
来
を
聞
き
作
り
方
を
教
わ
り

ま
し
た
。
園
児
は
自
分
の
作
り
た

い
形
に
挑
戦
し
ク
ワ
ガ
タ
、
う
さ

ぎ
な
ど
様
々
な
、
し
ん
こ
だ
ん
ご

を
作
り
ま
し
た
。

第
　
回
社
会
福
祉
大
会

１７

府
大
会
出
場
を
報
告

　
８
月
２
日
（
火
）、
多
賀
小
学
校

で
、
８
月
８
日
（
月
）、
井
手
小

学
校
で
、
木
工
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
木
工
教
室
は
、
豊
か
な
緑
と
清

流
を
守
る
協
議
会（
中
坊
睦
会
長
）

が
、
創
作
の
楽
し
さ
や
木
の
ぬ
く

も
り
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
、

３
年
生
以
上
の
児
童
を
対
象
に
毎

年
開
い
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
森

林
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、

そ
の
後
、
木
の
箱
と
町
内
の
間
伐

木
の
ぬ
く
も
り
を
知
ろ
う

　
８
月
１
日
（
月
）、　
早
朝
よ
り

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
・
山
城
多
賀
駅
で
人

権
啓
発
の
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
京
都
人
権
啓
発

推
進
会
議
が
提
唱
し
て
、
人
権
強

調
月
間
の
８
月
と
　
月
の
人
権
週

１２

間
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
考
え
ま
し
ょ
う

　
７
月
　
日
（
火
）、
井
手
町
人
権

２６

擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
た
、
市
場

和
男
さ
ん
へ
の
委
嘱
状
の
伝
達
式

が
役
場
で
行
わ
れ
、
汐
見
町
長
よ

り
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

伝達式の様子

　
山
城
地
方
中
学
校
夏
季
体
育
大

会
で
好
成
績
を
お
さ
め
、
府
大
会

出
場
を
決
め
た
泉
ヶ
丘
中
学
校
柔

道
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
７
月

　
日
（
水
）、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

２７部
が
７
月
　
日
（
木
）、
汐
見
町
長

２８

に
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
山
城
大
会
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

は
第
３
位
で
、
柔
道
部
は
、
男
子

の
部
第
４
位
、
女
子
の
部
は
優
勝

し
、
府
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
優
勝
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
準
優
勝
し
、
府
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
３
年
連
続
の
優

勝
で
す
。

　
汐
見
町
長
は
、「
試
合
で
は
良
い

意
味
で
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
、

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
に
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。」「
一
戦
、
一
戦
を
大
事
に

精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」と

激
励
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
中
坊
溥
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
永
年
勤
続
役
員
功
労

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

や
福
祉
事
業
に
寄
附
な
ど
の
協
力

を
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
表
彰
状

及
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、
来
賓

か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
ほ

か
、
大
会
決
議
案
の
採
択
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
２
部
と
し
て
震
災

復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
能
登
の

花
嫁
」が
記
念
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

汐見町長とバドミントン部の皆さん

材
を
使
っ
て
名
札
を
作
り
ま
し

た
。

協議会メンバーに切り方を
教わる児童【多賀小学校】

　
当
日
は
、
汐
見
町
長
、
人
権
擁

護
委
員
、
町
商
工
会
、
部
落
解
放

同
盟
井
手
支
部
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
町
勤
労
者
協
議
会
、
京
都

や
ま
し
ろ
農
協
井
手
町
支
店
を
は

じ
め
、
各
種
団
体
の
役
員
の
み
な

さ
ん
約
　
名
が
参
加
し
、
啓
発
文

３０

の
書
か
れ
た
、
メ
モ
帳
を
配
り
、

通
勤
・
通
学
の
方
々
に
人
権
の
大

切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

街頭啓発の様子

真剣にだんご作りに挑戦する園児

し
ん
こ
だ
ん
ご
　
　
　

　
　
　
　
作
り
を
体
験
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京
都
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
制
度
に
つ
い
て

　
歩
行
が
困
難
な
方
も
安
心
し
て
外
出
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
、
障
害
の
あ
る
方
や
難
病
の

方
な
ど
に
対
し
て
共
通
の
駐
車
場
利
用
証
を
交

付
し
、
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場
が
利
用
し
や

す
く
な
る
「
京
都
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証

制
度
」
を
開
始
し
ま
す
。

運
用
開
始
／
９
月
１
日
（
木
）

交
付
対
象
／
障
害
者
、
高
齢
者
、
け
が
人
、
妊
産
婦
な
ど
で
、
歩
行
困
難

　
　
　
　
　
な
方
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
（
交
付
に
は
一
定
の
要
件

　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。）

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
請
窓
口
に
提
出
。　

　
　
　
　
　
交
付
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類
（
障
害
者
手
帳
な
ど
）
を
持

　
　
　
　
　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
（
℡
０
７
７
４

‐
２
１
‐
２
１
０
２
）
ま
た
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡
０

７
７
４
‐
６
３
‐
５
７
４
５
）
ま
で
　

　
８
月
　
日
（
水
）
か
ら
　
日

１０

１２

（
金
）、
の
３
日
間
に
か
け
て
、
泉

ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
　
名
が
社
会

１９

福
祉
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、
町
内
の
保

育
園
、
福
祉
施
設
で
の
日
常
業
務

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
で
は
、
園
児
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
給
食
指
導
を
行
い
、
弥

　
８
月
　
日
（
月
）、
万
灯
呂
山
展

１６

望
台
で
、
万
灯
呂
山
の
歴
史
を
守

る
会
（
川
野
博
司
代
表
）
が
恒
例

の
電
球
大
文
字
の
点
灯
を
行
い
ま

し
た
。

　
文
字
は
約
　
個
の
電
球
を
使
っ

６０

て
表
現
さ
れ
て
お
り
サ
イ
ズ
は
、

横
幅
約
　
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
　

１５

１８

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
。
今
年
は
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂

に
と
例
年
よ
り
時
間
を
延
長
し
行

わ
れ
午
後
７
時
半
か
ら
、
夜
空
に

「
大
」の
字
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
頂
の
公
園

泉
ヶ
丘
中
学
校

社
会
福
祉
体
験
学
習

　
８
月
５
日
（
金
）、
府
道
和
束
井

手
線
整
備
効
果
検
討
会
が
開
か

れ
、
府
道
和
束
井
手
線
の
２
車
線

化
や
待
避
所
設
置
な
ど
の
整
備
効

果
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
和
束
井
手
線
は
道
路
幅
員
が
狭

い
上
に
カ
ー
ブ
も
多
く
、
危
険
な

た
め
改
善
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
要
望
を
受
け
、
上
井
手
地

区
か
ら
左
馬
公
園
ま
で
の
約
７
６

０
メ
ー
ト
ル
を
２
車
線
化
す
る
と

と
も
に
、
同
公
園
か
ら
田
村
新
田

地
区
ま
で
の
計
　
箇
所
に
待
避
所

２４

を
設
置
す
る
計
画
を
し
、
待
避
所

整
備
は
こ
れ
ま
で
に
　
箇
所
が
完

２３

了
し
、
左
馬
公
園
ま
で
の
２
車
線

化
も
平
成
　
年
度
の
完
成
を
目
指

２４

し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
検
討
会
に
は
、
豊
か
な
緑
と
清

流
を
守
る
協
議
会（
中
坊
睦
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
、
田
村
新
田
区
森
田

区
長
、
府
山
城
北
土
木
事
務
所
職

府
山
城
北
土
木
事
務
所

住
民
意
見
を
反
映

万
灯
呂
山
で
　
　
　

　
　
大
文
字
点
灯

員
が
参
加
し
、
役
場
で
事
業
概
要

の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
現
地
を

視
察
し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
整
備
効
果
に
つ
い
て
は
、
概
ね

評
価
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
雑
木
に
よ
り
見
通
し
が
悪

く
な
っ
て
い
る
箇
所
へ
の
対
策
要

望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

整備箇所を視察する出席者

　
9
月
　
日
～
　
日
は
自
殺
予
防
週
間

10

16

　
全
国
で
は
毎
年
３
万
人
以
上
、
京
都
府
内
で

６
０
０
人
前
後
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
殺
に
至
る
要
因
は
、
体
の
健
康
や

う
つ
病
な
ど
健
康
問
題
、
多
重
債
務
な
ど
の
経

済
問
題
、
家
族
や
学
校
・
職
場
の
人
間
関
係
や

い
じ
め
、
子
育
て
や
介
護
疲
れ
な
ど
様
々
で
す
。

　
し
か
し
、
医
療
機
関
で
適
切
な
治
療
を
受
け
た
り
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

な
ど
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
殺
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
深
刻
な
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
や
、
ま
わ
り
で
お
悩
み
の
方
が
お
ら
れ
る

場
合
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
は
、
京
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
１
２
０
‐
５
５
６

‐
０
９
７
）【
月
～
金
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時
】
ま
た
は
、
京
都
い
の
ち
の

電
話
（
℡
０
７
５
‐
８
６
４
‐
４
３
４
３
）【
年
中
無
休
　
　
時
間
】
ま
で

２４

勒
会
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
方
と

交
流
し
、
日
頃
で
き
な
い
体
験
を

通
し
て
社
会
福
祉
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
椿
坂
で
は
、
か
ま
ど
体
験
を
行

い
、
訪
れ
て
い
た
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
と
も
交
流
し

ま
し
た
。

に
は
、
竹
灯
篭
が
飾
り
つ
け
ら
れ

見
物
客
ら
を
出
迎
え
て
い
ま
し

た
。　

椿坂でかまど体験をする生徒

夜空に浮かびあがった鎮魂の大文字
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子育てサークルの紹介・活動

さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】

　　代表：林（０８０－１４５１－１８２２）

カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】

　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）

★初めての方は、代表まで連絡ください

土金木水火月日
17161514131211

さんさん会
（支援センター）

いづみ保育園園庭開放
遊びの広場

（保健センター）
多賀保育園
園庭開放

24232221201918

休日
とことこ広場　ぴよぴ
よ広場　よちよち広場
　（支援センター）

さんさん会
「小児救命講習」
（支援センター）

玉川保育園見学会休日

10/1302928272625

玉川保育園園庭開放
さんさん会

（支援センター）
おでかけ広場
（西部公民館）

8765432
さんさん会
（玉泉苑）

いづみ保育園見学会
多賀保育園見学会

ブラッシング指導
（支援センター）

1514131211109
とことこ広場
（支援センター）

いづみ保育園園庭開放
遊びの広場

（保健センター）
多賀保育園
園庭開放

休日

子育て支援センターからのお知らせ
★子育て支援センターは、玉川保育園にあります。　【ＴＥＬ・ＦＡＸ：82－2232】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

9・10月の事業　時間：午前10時～正午

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
井
手
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
　
歳
～
　
歳
の
方
を
対
象
に
、

４０

７４

６
月
末
に
健
診
の
案
内
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
健
診
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
忘
れ
ず
に
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

・
健
診
実
施
期
間
は
、
平
成
　
年
７
月
１
日
（
金
）
～
　
月
　
日
（
月
）

２３

１０

３１

・
実
施
医
療
機
関
は
、
綴
喜
管
内
協
力
医
療
機
関

　
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
加

　
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者
（
会
社
な
ど
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の親子

＊おでかけ広場：妊婦～就学前の親子
※上記の広場の予約は、いりません。

元気にプール遊びをする子どもたち

子育てをサポートします
★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 
利用できる方： 町内に住んでいる、生後６ヶ月以上の就学前の子ども
利用料金：３歳未満児　１日：2,000円　半日：1,000円　給食費：250円 
利用料金：３歳以上児　１日：1,800円　半日：900円　　給食費：250円 
※お問い合わせは子育て支援センター（℡82-2232まで）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

  国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
そ
の

経
済
的
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
保
険
税
な
ど
か
ら
医
療
費
の
一

部
を
支
払
う
助
け
合
い
の
制
度
で
、
み
な
さ
ん
の
健
康
と
生
活
を
守

る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
等
の
医
療
保
険
は
、
も
し
も
の
時
の
た
め
の
も
の

で
す
か
ら
、
誰
も
が
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
中
に
は
健
康
保
険
に
未
加
入
で
あ
っ
た
り
、
会
社
退
職

後
、
社
会
保
険
な
ど
か
ら
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ

て
い
た
り
し
て
、「
無
保
険
」
に
な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
長
い
間
手
続
き
を
忘
れ
、
病
気
に
か
か
っ
て
あ
わ
て
て
加
入
さ
れ

て
も
、
以
前
の
保
険
が
切
れ
た
原
因
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
の
に
国

保
喪
失
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
保
険
税
が
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
医
療
課
（
℡
　
‐
６
１
６
６
）
ま
で

８２
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第３０回全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から
　このコンテストは、毎年法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に自分
の身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的
人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催されています。
　作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

社団法人日本新聞協会会長賞受賞作品
「ハンセン病について考えたこと」

埼玉県・学校法人立教学院立教新座中学校１年
久米 一輝

　森に囲まれたその一画には，教会や寺院，神社があり，小さな
ショッピングセンターやレストランもある。床屋や図書館，郵便
局や浴場もある。しかし，それらの施設を利用するのはその一画
に住む人たちだけだ。緑の外側に住む人が利用することはない。
そこはハンセン病の療養所，多磨全生園である。
　僕は７年前に清瀬市に引っ越してきた。夏のある日，昆虫が大好
きな僕は，何気なくその森の中に入って行った。そして，歩き回っ
ているうちに，その場所が一つの「町」であることに気付いた。
　毎日，セミやカマキリやナナフシを探しながら，どうしてこん
な所があるのだろうと思った。
　僕が一番不思議に思ったのは古い木造の小学校だ。いつも誰も
いない校舎と小さな運動場。近くに小学校があるのにどうしてこ
んな所に小学校があるのだろう。小学１年生の僕はとても不思議
に思った。
　夏に地域交流を目的とした盆踊りと花火大会が行われる。いつ
もは人のいない小学校跡は多くの人であふれかえり，普段は見か
けない重い後遺症の老人たちもこの日は外に出て盆踊りを楽しむ。
初めて参加したときは言葉が出なかった。正直，「怖い」と思った。
　夏が来るたびに，僕は盆踊り大会に参加した。低学年から高学
年へと進むにつれて少しずつハンセン病のことが分かってきた。
　６年生のときに社会科見学で全生園の元患者を訪れることにな
った。だが，僕は都合で参加できなかった。僕はそれをずっと悔
やんでいる。
　今年の夏，僕はハンセン病資料館に出かけた。見学者は僕一人
で，とても緊張した。なるべく音を立てないようにパネルを見て
回った。
　強制隔離の現実にとても驚いた。狭い部屋に押し込められ，症
状の軽い患者が重症の患者の世話をしたという。子供を持つ権利
や生まれる赤ん坊の命まで奪われていた。逃げ出したり反抗的な
患者は「不良患者」と呼ばれ，窓の小さな暗い監房に閉じ込めら
れた。
　医学が進歩し療養所も徐々に改善されていったが，強制隔離を

命じる「らい予防法」が廃止されたのは１９９６年だという。隔離が
始まった１９０８年から約９０年も経っていた。僕が生まれるほんの１
年前のことである。特効薬が開発され，本格的な治療が始まった
のは昭和２２年である。現実に合わない法律を廃止するのにどうし
てそんなに時間がかかったのだろうか。
　資料をもらってハンセン病資料館を後にした。家を出るときは，
帰りに虫の観察をするつもりだったが，とてもそんな気にはなれ
なかった。いつもセミが集まる桜の木には目もくれずに早足で家
に帰った。
　資料の中で一番心が痛んだのは，療養所の子供たちのことだ。
療養所に入所したのはハンセン病を発症した子どもたちだけでは
ない。親が発症したために入所する子どもたちもいた。当時はハ
ンセン病は遺伝病だとされていたからだ。親から無理やり引き離
された子どもたちは「すぐに帰れるから」という言葉を信じてい
たという。しかし一生療養所を出ることができなかった人が多か
ったという。社会的な差別がひどかったからだと資料に書かれて
いたが，僕には実感がわかなかったので，もう少し調べてみるこ
とにした。
　図書館で『ハンセン病を生きて』（伊波敏男著）という本を見つ
けた。少し難しかったが，差別の現実が僕にもわかる部分があっ
た。それは，元患者たちに対して書かれた匿名のひどい手紙であ
る。長年，隔離されて苦しんできた人たちをさらに傷つける言葉
が並んでいた。悲しく暗い気持ちになった。
　日本は経済大国として世界の注目を浴びている。だが，人権意
識の面ではどうだろう。「らい予防法」を２０世紀の末まで廃止でき
なかったことをどう考えたらよいのだろうか。明治時代に隔離が
始まったとき，それは外国に対する体面を保つためだったという。
病気の人を治療するのではなく「隠す」のが目的だったのだ。い
まだに差別意識を持つ人がいるのは，社会がそうした過去に対す
る反省をしていないからだと思う。
　僕が不思議に思った小学校はすでに取り壊されて，今では小さ
な石碑だけが残っている。老朽化がひどく，残しておくことがで
きなくなったからだという。全生園の古い建物はどんどん取り壊
されていく。石碑だけではあの不思議さが伝わらないのがとても
残念だ。

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
が
　

や
っ
て
き
ま
し
た

　
ノ
ル
さ
ん
の
後
任
と
し
て
井
手
町
に
や
っ
て
き
た
新
し
い
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
紹
介
し
ま
す
。
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
み
な
さ
ん
。
私
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
レ
ッ
ツ

C
am
eron

Letz

（
 
  
         ）
と
申
し
ま
す
。
井
手
町
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
や
っ
て

来
ま
し
た
。
経
営
学
を
専
門
に
学
ん
だ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ル

C
alifornia

Lutheran
U
niversi

ー
テ
ュ
レ
ン
大
学
（
 
                    
       ty   ）

を
今
年
の
５
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
　
歳
で
す
。
学
位
を
取

22

得
す
る
に
あ
た
っ
て
地
元
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
監
督
責
任
者

と
し
て
働
い
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
地
元
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
離
れ
る
こ

と
な
く
生
活
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
日
本
で
違
っ
た
文
化

や
言
語
を
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
京
都
と
い
う
素
晴
ら
し
い
場
所
で
生
活
で
き
る
こ

と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
任
の
ノ
ル
先
生

か
ら
こ
の
井
手
町
は
大
変
住
み
や
す
い
場
所
で
あ
り
、
彼
が
こ

こ
で
の
生
活
を
満
喫
し
た
よ
う
に
私
も
有
意
義
に
過
ご
せ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
日
本
語
を
話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
習
得
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
井
手
町
の
子

ど
も
た
ち
に
英
語
と
異
文
化
を
た
く
さ
ん
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
そ
し
て
自
分
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
井
手
町
に
来
て
し
ば
ら
く
た
ち
ま
し
た
が
、
美
し
い
自
然
と

と
も
に
と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

地
域
の
多
く
の
方
々
が
温
か
く
私
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
で
見
か
け
た
ら

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
こ
の
地
で
人
生
の
新
し
い
１

ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
井
手
町
に
と

っ
て
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で
皆
さ

ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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日
時
／
９
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
金
）

２２

３０

　
　
　
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
　
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

１０

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１７

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
松
ぼ
っ
く

り
で
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

２１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６５

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
６
日
（
木
）

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）・
　
月
１
日
（
土
）

１７

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）・
　
月
８
日
（
土
）

２４

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）・
　
月
７
日
（
金
）

１６

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）

３０

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）

２２

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
社
会
見
学
》

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）

２０

　
　
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

１０

場
所
／
人
道
の
港
　
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）

２２

　
　
　
午
後
　
時
～
　
時
半

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１０

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会

議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
　
月
１
日
（
土
）
午
後
５
時

１０

ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

第
　
回
環
境
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー

２４
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
　
　
　
　
　

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）（
雨
天
中
止
）

１０

２３

販
売
時
間
／
午
前
　
時
半
～
午
後
３
時
ま
で

１０

会
場
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
・

敷
地
内
（
八
幡
市
八
幡
焼
木
１
番
地
）
お

よ
び
城
南
衛
生
管
理
組
合
敷
地
内
（
八
幡

市
八
幡
沢
１
番
地
）

対
象
／
管
内
に
お
住
ま
い
の
方
。
た
だ
し

営
業
を
目
的
と
し
た
販
売
業
者
お
よ
び
こ

れ
に
類
す
る
方
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

生
き
物
や
食
べ
物
、
電
化
製
品
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
。

出
店
料
／
１
，
０
０
０
円（
１
区
画
３
ｍ×

 

３
ｍ
）

募
集
数
／
　
店
（
追
加
募
集
）

50

応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

出
店
さ
れ
る
品
物
を
明
記
し
、
９
月
　
日
２２

（
木
）
ま
で
に
（
必
着
）
次
の
あ
て
先
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
／
〒
６
１
４
‐
８
５
１
１
　
八
幡

市
八
幡
沢
１
番
地
　
城
南
衛
生
管
理
組
合

広
報
情
報
課

『
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
応
募
係
』

＊
１
家
族
ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

１
枚
の
応
募
に
限
り
ま
す
。（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

＊
抽
選
に
よ
り
出
店
会
場
を
決
定
し
ま

す
。
会
場
の
指
定
や
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
城
南
衛
生
管
理
組

合
広
報
情
報
課
（
℡
０
７
５
‐
６
３
１
‐

０
８
２
５
）
ま
で

 【
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

日
時
／
９
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１１

場
所
／
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
第
　
回
町
民
体
育
大
会
】

４０
日
時
／
　
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）

１４

２８

　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

　
　
　
９
月
は
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
４
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

健

康
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＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

１４

受
付
／
育
児
相
談
　
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

あ
そ
び
の
広
場
　
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
７
か
ら
Ｈ
　
・
７
・

２３

２３

１
生
ま
れ

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２６

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
敬
老
祝
賀
式
】

日
時
／
　
月
７
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～

１０

１０

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

 【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）

１２

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
２
・

２２

２２

　
生
ま
れ

２８《
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
　
月
３
日
（
月
）

１０

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半　

　
　
　
　
９
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

各

種

相

談

子

育

て

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部（℡075‐211‐3471）または、
　宇治地域事務所 （ ℡ 44‐7139）　まで

平成２３年度自衛官等募集案内

１　募集種目及び試験期日等

資　格試験期日受付期間
募集
種目

高卒（見込含）21歳未満の者
（推薦については高等学校
長の推薦等が別途必要）

9月24・25日9月5日～9月8日推薦
防衛大学
校学生

高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

１次：11月5・6日
２次：12月13～17日

9月5日～9月30日一般

高卒（見込含）21歳未満の者
１次：10月29・30日
２次：12月7～9日

9月5日～9月30日
防衛医科
大学校学生

高卒（見込含）24歳未満の者
１次：10月22日
２次：11月19・20日

9月5日～9月30日看護学生

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内

　井手町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民に

対し、耐震診断士を派遣する事業を実施します。

＜対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。

　①住戸の半分以上の床面積が住宅として使用されて

　　いるもの。

　②昭和56年5月31日以前に完成しているもの。

　③簡易耐震診断の診断結果の評点が9点以下である

　　もの。

＜募集戸数＞10戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円（診断一戸あたりの自己負担）

＜申込期間＞平成24年1月31日（火）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

　井手町では、地震に強いまちづくりを推進するため「井

手町木造住宅耐震改修事業費補助金」として、木造住宅耐

震改修に要する費用の３／４で９０万円を限度に助成します。

＜補助対象＞次の要件すべてに該当するもの。

　①昭和56年5月31日以前に着工され、完成している

　　もの。（床面積の2分の１以上を住宅の用途として

　　使用しているもの。）

　②井手町木造住宅耐震診断士派遣事業または平成18　

　　年3月31日以前に建築士による耐震診断を行ってい

　　ること。

　③耐震診断の結果、評点が1.0未満と診断された木造

　　住宅を1.0以上に向上させるもの。

　④井手町が特に耐震改修を促進すべきと定めた地域に

　　建築されていること。

　⑤町税等の滞納がない者であること。

＜補助金額＞木造住宅耐震改修に要する費用額の４分の３

　　　　　　（ただし上限は90万円）

＜募集戸数＞先着順で５戸

＜申込期限＞平成23年12月28日（水）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

木造住宅耐震改修の補助を行います木造住宅耐震改修の補助を行います。。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１３

２７

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
９
月

一
般
書

「
き
つ
ね
の
つ
き
」　
　
　
 北
野
 勇
作

「
望
月
青
果
店
」　
　
　
小
手
鞠
 る
い
 

「
あ
め
り
か
む
ら
」　
　
　
　
石
田
 千
 

「
神
君
家
康
の
密
書
」　
　
　
加
藤
 廣

「
光
あ
れ
」 
　
　
　
　
　
　
　
馳
 星
周
 

「
あ
や
か
し
草
子
　
み
や
こ
の
お
は
な

し
」　
　
                          千
早
 茜

「
無
罪
」　
　
　
　
　
　
　
 深
谷
 忠
記

児
童
書

「
ひ
み
つ
の
足
あ
と
」　
　
　
　

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
９
月
・
　
月
の
休
館
日

１０

９
月
５
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

２０

２６

２９

　
月
３
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１１

１７

２４

２７

３１

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

                  フ
ァ
ビ
ア
ン
・
ネ
グ
リ
ン

「
地
震
の
夜
に
で
き
る
こ
と
。」　

                                    松
本
 春
野

「
コ
ウ
モ
リ
　
と
し
ょ
か
ん
へ
い
く
」

　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
リ
ー
ズ

「
ア
ー
ト
と
マ
ッ
ク
ス
」　
　
　
　
　
　

　
　
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー

「
ぼ
く
っ
て
女
の
子
？
？
」　
　
　
 

                         ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー

９
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１０

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

９
月
　
日
（
土
）　
月
８
日
（
土
）

１０

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月
　
日
（
土
）　
月
　
日
（
土
）

１７

１０

１５

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

(
)

９
月
　
日
 金
 ～
　
月
２
日
（
日
）
ま
で

２３

１０

《
秋
の
お
は
な
し
会
》

　
月
　
日
（
土
）　
午
後
１
時
半
か
ら

１０

２２

ＷＡＮＴＥＤ！！かい人２１面相
赤染 晶子
グリコ・森永事件から数年後、高
校２年生になった“わたし”の親
友の楓が、バトン部の顧問は犯
人の似顔絵に似ていると言い出
して…。表題作ほか、「恋もみじ」
「少女煙草」の全３篇を収録。『文
學界』掲載をまとめて書籍化。

外でも粗食　｢外食｣を「害
食」にしないための方法
幕内 秀夫
選び方さえ間違わなければ、
外食でも十分に健康的な食生
活を維持できる。「害食」の恐
ろしい力を説明するとともに、
健康になるための外食術など
具体的な外食の利用法を紹介
する。

まんまるいけのおつきみ
かとう まふみ
小高い丘のてっぺんのまんま
るいけの底深く、なまずのぽ
んたがおりました。かめのお
じいさんからお月見の話を聞
いたぽんたは興味しんしん。
でも、池には不思議な言い伝
えがあって…。

おぼえておこう安全大作戦
斉藤洋とキッズ生活探検団
白ネコのムクが新しい妖怪世
界へご案内！？　新しい妖怪
＝現代の子どもたちに降りか
かる危険から身を守る方法を、
斉藤洋の「物語」とキッズ生
活探検団による「解説」のダ
ブル構成で、楽しく理解でき
る本。

Ｑ
．
免
除
さ
れ
た
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
を
後
か
ら
納
付

で
き
ま
す
か
。

Ａ
．
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
の
各
基
礎
年
金
に
つ
い
て
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
を
み
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
期
間
と
同
じ
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
う
え
で

は
、
免
除
の
種
類
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
を
全

額
納
め
た
と
き
を
１
と
す
る
と
、
全
額
免
除
期
間
は
２
分
の

１
、
４
分
の
３
免
除
期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期
間
は
４

分
の
３
、
４
分
の
１
免
除
期
間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
平
成
　
年
３
月
以
前
に
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

21

全
額
免
除
期
間
は
３
分
の
１
、
４
分
の
３
免
除
期
間
は
２
分

の
１
、
半
額
免
除
期
間
は
３
分
の
２
、
４
分
の
１
免
除
期
間
は

６
分
の
５
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶
予
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
の
全
額
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
資
格
期
間
に

は
反
映
さ
れ
て
も
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ

な
い
カ
ラ
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
や
納
付
を
猶
予
さ
れ

た
期
間
に
つ
い
て
は
、　
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し

10

て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
、
原
則
と
し
て
先
に
経
過
し
た

月
か
ら
順
次
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
納
付
特
例

期
間
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
よ
り
も
前
に
保
険
料
免

除
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
を

本
人
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
期
間

と
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
と
は
同
順
位
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
追
納
す
る
保
険
料
額
は
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
さ
れ
た

当
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
月
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
て
決

め
ら
れ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
　
年
度
お

21

よ
び
平
成
　
年
度
中
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
加
算

22

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
追
納
す
る
た
め
の
納
付
書
の
発
行
に
は
申
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、
住
民
福
祉
課
（
℡
　-

 
６
１
６
４
）
ま
た

82

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



2011-9広報いで１１１１

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

ごみは、朝９時までに出してください。
★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出して
ください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・　エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
９月１３日

９月２７日
９月２９日９月２２日１０月６日９月１５日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
９月２０日
１０月４日

９月３０日９月２２日１０月７日９月１６日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
９月２１日
１０月５日

９月２９日９月１５日１０月６日９月２２日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
９月１４日
９月２８日

９月２９日９月１５日１０月６日９月２２日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨９月２１日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩９月２２日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪９月２６日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫９月２７日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬９月２８日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭９月２９日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮９月３０日

カンの日に出せるもの

●あきカン（ジュース・ビール・カン詰めなどのあきカン）を出すことが出来ます。
●カンの中の異物を取り除いて、簡単な水洗いをし、中身の見える袋で出して下さい。
●カン以外の金属と大きいカン（一斗缶以上）はカンの日には出せません。
　（フライパン、やかん、アルミはく、金属製品、一斗缶など）・・・その他のごみ
●使用済み乾電池は、カンとは混ぜないで、別の袋でカンの日に出して下さい。
●充電池・ボタン電池は購入店などに返却して下さい。

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

～ゴミの減量化にむけて⑫～

ごみ収集日程表（9月11日～ 10月10日）



町民グラウンドゴルフ大会（午前９時～、新四郎山グラウンド）日9/11
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）月12
ほめ方教室（午前９時半～１1時、子育て支援センター、要予約）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ピラティス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

火13

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水14

パワーヨガ教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木15
女性健診（午前９時～、申込制、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金16
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）

土17

日18
敬老の日月19
いづみふれあい学級【社会見学】（午前８時１０分～午後６時、人道の港　
敦賀ムゼウム）
ピラティス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

火20

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
生き生きふれあいサロン【松ぼっくりでハリセンボン】（午後１時半～、
玉泉苑)
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

水21

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
特定計量器定期検査（午前１０時～午後３時半、井手町商工会館）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

木22

秋分の日金23
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
国民文化祭コーラス隊練習【第２回】（午後１時半～、山吹ふれあいセン
ター）

土24

日25
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談
（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月26

ほめ方教室（午前９時半～１1時、子育て支援センター、要予約）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ピラティス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

火27

発達相談（完全予約制・ご希望の方は保健センターにお問い合わせくだ
さい、保健センター）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水28

パワーヨガ教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木29
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金30
無火災デー防火パレード
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土10/1

第４０回町民体育大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日2
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉
泉苑）
乳児健診・BCG（午後１時～１時半、保健センター）

月3

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ピラティス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）火4

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）水5
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
パワーヨガ教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木6
敬老祝賀式（午前１０時半～、山城勤労者福祉会館）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金7
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土8

日9
体育の日月10

出張徴収
【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 9月11日～ 10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

妻夫住所

眞 鍋　 奈緒篠田　 直廣多賀

原　 由美子村 田　 誠多賀

〈
婚
姻
〉

届出人赤ちゃん住所

裕 明 真  輝 
ま き

市 場井手

整 寧 
やすき

藤 井井手

英 俊 絢  名 
あや な

芹 川井手

安 秀こ あ白 石多賀

敏 也 厚  太 
こう た

中 坊井手

美 奈 子 丞  太  郎 
じょう た ろう

光 本井手

〈
出
産
〉

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）


